
静
岡
県
評
・
国
民
春
闘
実
行

委
員
会
は
2
月
21
日
、
中
部

地
区
で
は
静
岡
市
青
葉
公
園
で
、

西
部
地
区
で
は
浜
松
ふ
れ
あ
い

公
園
で
「
２
０
２
１
年
国
民
春

闘
静
岡
県
決
起
集
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

静
岡
会
場
は
約
70
名
が
参

加
し
、
午
前
10
時
よ
り
開
催

し
、
集
会
と
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

『
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
た
め
の
国
会
請
願
署

名
』
（
い
の
ち
署
名
）
は
が
き

の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま

し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
菊
池
仁

静
岡
県
春
闘
共
闘
会
議
議
長

（
県
評
議
長
）
は
「
今
、
新
型

コ
ロ
ナ
で
国
民
や
中
小
企
業
は

大
き
な
影
響
を
被
っ
て
い
る
が
、

政
府
は
十
分
な
対
策
を
講
じ
て

い
な
い
。
経
団
連
の
中
西
会
長

は
日
本
の
賃
金
水
準
は
国
際
的

に
み
て
下
位
に
あ
る
と
認
め
て

い
る
。
そ
れ
な
ら
大
幅
賃
上
げ

を
正
面
に
据
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
財
源
は
あ
る
、
４
５
９

兆
円
と
も
い
わ
れ
る
内
部
留
保

の
一
部
を
取
り
崩
せ
ば
賃
上
げ

は
可
能
だ
「
21
春
闘
は
『
コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
賃
上
げ
』

の
た
た
か
い
に
確
信
を
持
ち
、

労
働
者
・
国
民
の
団
結
で
格
差

を
な
く
し
、
コ
ロ
ナ
危
機
を
克

服
し
希
望
の
も
て
る
社
会
に
つ

な
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

激
励
・
連
帯
の
あ
い
さ
つ
で

は
、
静
岡
県
商
工
団
体
連
合
会

の
西
野
雅
好
副
会
長
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
で
仕
事
も
減
り
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
、
倒
産
や
・

廃
業
が
５
万
社
も
あ
る
。
景
気

を
よ
く
す
る
た
め
に
春
闘
を
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
日
本
共
産
党
の

島
津
幸
広
元
衆
議
院
は
「
総
選

挙
で
は
野
党
連
合
政
権
を
目
指

し
、
国
民
の
願
い
を
実
現
す
る

政
治
に
変
え
て
い
く
た
め
に
頑

張
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

集
会
後
、
青
葉
公
園
前
で
パ

ネ
ル
を
持
ち
通
行
中
の
市
民
の

皆
さ
ん
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
、
病
院
と
保
健

所
を
増
や
し
て
の
「
い
の
ち
を

署
名
」
の
は
が
き
の
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
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県評しずおか

春闘要求のボードを掲げ、21春闘を闘っていこうと団結を固める参加者
＝2月21日、静岡市葵区青葉公園

―国民春闘静岡県決起集会―

『コロナ禍』だからこそ
賃上げを

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
収
ま
ら
ず
、
医
療
・

福
祉
の
現
場
で
は
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
で
の
21
春
闘
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
社
会
を

「
安
全
・
安
心
」
な
社
会
へ
と
転
換
し
、
す
べ
て
の
労
働
者

の
賃
上
げ
・
底
上
げ
、
格
差
を
な
く
し
、
8
時
間
働
け
ば
誰

も
が
人
間
ら
し
く
く
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

21
日
、
東
ふ
れ
あ
い
公
園
で

開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

し
た
が
、
集
会
に
は
家
族
連
れ

を
含
め
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

加
し
ま
し
た
。
全
労
連
の
原
英

彦
常
任
幹
事
が
「
組
織
拡
大
の

展
望
に
つ
い
て
」
講
演
し
ま
し

た
。

原
氏
は
、
全
労
連

は
毎
年
約
10
万
人
の

拡
大
を
し
て
い
る
が
、

退
職
や
組
合
を
や
め

る
人
が
そ
れ
を
上
回
っ

て
い
る
。
年
間
15
万

人
の
組
織
拡
大
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
全
労
連
の

組
織
拡
大
方
針
の
骨

子
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

組
織
拡
大
を
前
進

さ
せ
る
た
め
に
１
５

2
月
12
日
、
静
岡
年
金
削
減

裁
判
第
21
回
口
頭
弁
論
が
静
岡

地
裁
で
開
か
れ
、
今
回
が
『
結

2
月
6
日
、
静
岡
市
の
教
育

会
館
で
組
織
拡
大
交
流
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
22

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
6
名
が
参

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
パ
レ
ー
ド
を

行
わ
ず
、
各
労
組
・
団
体
の
リ

レ
ー
ト
ー
ク
を
充
実
さ
せ
16
の

組
合
・
団
体
が
、
春
闘
の
取
り

組
み
状
況
を
熱
く

語
り
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
最
後

に
、
地
区
労
連
に

結
集
す
る
労
組
と

地
域
の
仲
間
は
、

総
力
を
あ
げ
て
21

国
民
春
闘
を
闘
う

こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

集
会
後
、
全
労

災
病
院
労
組
の
職

場
で
の
実
態
の
訴

え
に
賛
同
し
「
い

の
ち
と
健
康
を
守

る
」
は
が
き
署
名

の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。

西
部
地
区
決
起
集
会

０
万
人
対
話
を
進
め
る
。
「
全

戸
配
布
チ
ラ
シ
」
を
全
国
で
進

め
る
（
こ
の
チ
ラ
シ
で
労
働
相

談
が
あ
っ
た
）
非
正
規
労
働
者

の
組
織
化
。
労
働
相
談
の
強
化

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
そ
、
工

夫
し
悩
み
苦
し
む
労
働
者
に
行

動
を
、
と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
、
技
能
実
習
生

の
組
織
化
や
、
地
域
労
連
の
運

動
、
若
い
人
の
組
合
離
れ
な
ど

の
問
題
点
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

原
氏
は
、
科
学
的
な
方
針
を

立
て
、
職
場
で
要
求
に
基
づ
く

多
数
派
形
成
を
す
る
こ
と
が
大

事
で
は
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

21春闘の取り組み状況を報告する組合員＝21日、浜松市東
ふれあい公園

組
織
拡
大
に
向
け

１
５
０
万
人
対
話
を

審
』
と
な
り
ま
し
た
。

法
廷
で
は
、
全
日
本
年
金
者

組
合
静
岡
県
本
部
の
岡
村
雄
馬

事
務
局
長
が
最
終
意
見
陳
述
を

行
い
「
こ
の
裁
判
は
５
年
７
か

月
、
今
回
で
21
回
の
口
頭
弁
論

を
行
う
中
で
『
国
民
年
金
で
は
、

生
活
が
出
来
な
い
』
『
女
性
の

低
年
金
と
無
年
金
の
実
態
』

『
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設

が
必
要
』
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
ま
た
、
年
金
受
給
者
の
声

『
国
民
年
金
の
み
で
生
活
で
き

な
い
、
あ
ま
り
に
も
冷
た
い
。

国
民
の
命
を
な
い
が
し
ろ
に
し

な
い
で
ほ
し
い
』
『
健
康
で
文

化
的
な
生
活
と
は
何
だ
ろ
う
と

考
え
て
し
ま
う
』
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
」
最
後
に
「
若
者
も

高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
制

度
、
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創

設
に
向
け
て
、
一
歩
で
も
二
歩

で
も
前
進
す
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
」

と
訴
え
ま
し
た
。

報
告
集
会
で
は
、
弁
護
士
か

ら
「
年
金
減
額
は
憲
法
25
条
及

び
社
会
権
規
約
（
国
際
規
約
）

の
後
退
禁
止
原
則
に
反
し
て
い

る
」
「
引
き
下
げ
を
わ
ず
か
３

日
の
国
会
審
議
で
決
め
る
な
ど

手
続
き
上
問
題
が
あ
る
」
「
中

澤
秀
一
准
教
授
の
証
言
で
、
高

齢
者
世
帯
の
生
活
実
態
は
憲
法

で
い
う
『
最
低
限
度
』
に
満
た

な
い
」
な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。最

後
に
岡
村
事
務
局
長
が

「
公
正
な
判
決
を
求
め
る
署
名
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う
、

年
金
者
組
合
の
方
針
で
団
結
し

て
い
こ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

組
織
を
大
き
く
し
よ
う
交
流
集
会

年
金
裁
判
『
結
審
』

判
決

７
月
２
日

弁
護
士
会
館
で
報
告
す
る
弁
護

団
＝
12
日

職場で要求の多数派形成をと訴える原さん（画
面）＝2月6日、静岡市教育会館
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今
年
の
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ

り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
集
会
と
な

り
、
約
３
０
０
０
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

県
原
水
爆
被
害
者
の
会
の
大

和
会
長
、
国
連
の
中
満
軍
縮
担

当
上
級
代
表
、
被
団
協
の
濱
住

事
務
局
次
長
ら
が
、
核
兵
器
禁

止
条
約
発
効
に
つ
い
て
、
運
動

の
成
果
で
あ
り
大
き
な
前
進
で

あ
る
こ
と
、
核
な
き
世
界
に
向

け
て
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

世
界
大
会
実
行
委
員
会
共
同

代
表
の
野
口
邦
和
さ
ん
の
報
告

か
ら
、
２
０
２
１
年
が
大
事
な

年
に
な
る
こ
と
が
改
め
て
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

小
島
太
郎
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演

奏
で
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
の
イ
マ
ジ

ン
等
を
聴
き
豊
か
な
気
分
に
な
っ

た
一
方
で
、
映
画
「
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
の
い
ま
」
の
坂
田
雅
子

監
督
の
話
と
映
像
か
ら
、
自
然

豊
か
だ
っ
た
島
が
核
で
汚
さ
れ

た
現
実
の
厳
し
さ
を
突
き
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
大
石
又

七
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

高
知
県
下
で
、
被
ば
く
さ
れ

た
マ
グ
ロ
漁
船
乗
組
員
達
の
救

済
が
全
く
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今

遺
族
も
含
め
て
国
家
賠
償
裁
判

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
閉
会
し
ま
し
た
。
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か
つ
て
建
設
現
場
に
は

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
む
建
材

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

難
燃
で
、
安
い
た
め
、
壁
・

天
井
・
屋
根
裏
・
配
管
な

ど
の
多
く
の
材
料
に
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
１
９
６

０
年
前
後
の
高
度
成
長
期

を
中
心
に
、
大
工
・
左
官
・

電
気
工
事
・
配
管
工
な
ど

の
建
設
労
働
者
が
ア
ス
ベ

ス
ト
を
吸
入
し
、
20
年
～

30
年
後
、
中
皮
腫
や
肺
が

ん
、
石
綿
肺
な
ど
の
発
症

が
多
発
し
ま
し
た
。
ア
ス

ベ
ス
ト
に
よ
る
こ
れ
ら
の

疾
患
は
よ
く
な
る
こ
と
は

な
く
、
や
が
て
著
し
い
呼

吸
困
難
を
経
て
死
に
至
り

ま
す
。

被
害
者
は
全
国
で
ア
ス

ベ
ス
ト
の
規
制
を
怠
っ
た
国

や
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
責
任
を

問
う
訴
訟
に
立
ち
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
京
都
、
大
阪
、

東
京
、
横
浜
、
札
幌
、
福
岡
、

仙
台
、
（
静
岡
）
の
７
（
８
）

地
裁
で
始
ま
り
ま
し
た
。

争
点
は
①
国
の
責
任
②
メ
ー

カ
ー
の
責
任
③
一
人
親
方
の

救
済
の
三
つ
で
す
。

地
裁
か
ら
高
裁
へ
、
そ
し

て
最
高
裁
と
戦
い
は
続
き
、

２
０
２
０
年
12
月
22
日
、
最

高
裁
が
東
京
訴
訟
に
お
い
て

国
の
責
任
を
確
定
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
メ
ー
カ
ー
の
責

任
に
つ
い
て
は
２
０
２
１
年

2
月
25
日
に
大
法
廷
が
口
頭

弁
論
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
メ
ー
カ
ー
の
責
任
を
認

め
る
方
向
を
示
す
も
の
で
、

近
々
判
決
の
予
定
で
す
。
２

０
２
１
年
1
月
28
日
、
京
都

訴
訟
に
つ
い
て
国
同
様
の
最

高
裁
判
決
が
下
り
、
２
０
２

１
年
2
月
24
日
に
は
大
阪
訴

訟
に
つ
い
て
も
同
様
の
最
高

裁
判
決
が
出
ま
し
た
。
横
浜

訴
訟
の
最
高
裁
は
結
審
さ
れ

判
決
を
待
つ
状
態
で
す
。
今

最
高
裁
に
、
か
か
っ
て
い
る

の
は
以
上
の
4
件
で
す
が
、

残
り
札
幌
、
仙
台
、
福
岡
も

同
じ
よ
う
な
結
果
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
よ
う
や
く
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
事
件
は
勝
利
的
な
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
全
国
に
は
更
に

無
数
の
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
の

被
害
者
が
い
ま
す
。
い
ま
や
、

裁
判
に
訴
え
な
く
て
も
、
国

と
メ
ー
カ
ー
の
出
資
で
被
害

補
償
基
金
制
度
を
実
現
し
、

広
く
、
早
く
救
済
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.79

核
兵
器
の
な
い
世
界
に
向
け

運
動
の
先
頭
に

３・１ビキニデー

米
国
が
１
９
５
４
年
３
月
１
日
ビ
キ
ニ
環
礁
で
爆
発

さ
せ
た
水
爆
は
広
島
型
原
爆
の
１
千
倍
の
威
力
が
あ
り
、

操
業
中
だ
っ
た
第
五
福
竜
丸
の
乗
組
員
23
人
が
被
曝
し

ま
し
た
。
半
年
後
に
無
線
長
の
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
死

亡
し
、
ほ
か
に
も
多
く
の
漁
船
や
貨
物
船
が
被
爆
し
、

現
地
住
民
、
米
兵
も
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

2
月
20
日
、
静
岡

県
教
育
会
館
に
て
、

日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
を

求
め
る
署
名
推
進
静
岡
県
連
絡

会
の
結
成
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
は
団
体
代
表
17
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
15
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

よ
び
か
け
人
共
同
代
表
の
大

和
忠
雄
県
原
水
爆
被
害
者
の
会

会
長
が
「
国
連
で
条
約
が
採
択

2
月
23
日
、
静
岡
社

保
協
は
定
期
総
会
と
講

演
会
を
国
労
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
を
外
科
医

の
本
田
宏
氏
が
行
い
、

現
在
、
日
本
の
医
療
体

制
はOECD

と
比
較
す
る

と
、
医
師
数
で
約
13
万

人
も
少
な
い
。
ま
た
、

静
岡
県
の
医
師
数
・
看

護
師
・
ベ
ッ
ド
数
と
も

全
国
平
均
よ
り
低
い
。

い
ま
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
で
感
染
症
専
門
医

が
必
要
だ
が
不
足
し
て

い
る
。

日
本
の
病
院
経
営
は

厳
し
い
。
患
者
と
病
院

は
青
息
吐
息
な
の
に
薬

品
会
社
・
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
は
も
う
か
っ
て
い

る
。世

界
で
は
医
療
費
負

担
は
無
料
が
当
た
り
前

と
な
っ
て
い
る
、
な
ど

日
本
の
医
療
制
度
の
問

題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

定
例
研
究
会
が
2
月
18
日
に

行
わ
れ
、
杉
村
豪
一
氏
（
写
真
）

が
「
日
中
韓
の
大
学
間
交
流
に

よ
る
学
生
の
対
外
意
識
の
変
化
」

と
題
し
て
報
告
し
ま
し
た
。

本
研
究
で
は
、
留
学
経
験
が

学
生
の
国
際
認
識
に
与
え
る
影

響
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
日
中

韓
の
国
際
関
係
の
悪
化
や
人
々

の
間
の
相
互
不
信
が
問
題
視
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
解
決
の

糸
口
と
し
て
大
学
間
交
流
の
役

割
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

さ
れ
た
時
『
生
き
て
い
て
よ
か
っ

た
』
と
心
か
ら
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。
一
刻
も
早
い
核

兵
器
の
廃
絶
を
求
め
残
さ
れ
た

時
を
皆
さ
ん
と
共
に
歩
み
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

記
念
講
演
を
、
日
本
平
和
委

員
会
常
任
理
事
の
川
田
忠
明
氏

が
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効

の
意
義
と
市
民
社
会
の
役
割
」

と
題
し
て
行
い
、
ア
メ
リ
カ
の

同
盟
国
で
も
、
条
約
参
加
を
支

持
す
る
世
論
に
押
さ
れ
、
議
論

を
進
め
る
国
が
あ
り
「
日
本
で

も
政
府
に
批
准
を
求
め
る
世
論

を
大
き
く
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

総
会
で
は
「
地
域
ご
と
に
目

標
を
持
つ
。
定
期
的
宣
伝
・
署

名
行
動
に
取
り
組
む
。
署
名
目

標
を
30
万
筆
」
な
ど
の
活
動
方

針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

一刻も早い核兵器の廃絶を
署名推進静岡県連絡会

世論の力で政府に批准を迫ろうと訴える菊池県評議長
＝20日、教育会館

と
初
め
に
強
調
し
ま
し
た
。

小
沢
氏
は
、
学
術
会
議
の

「
連
携
会
員
」
の
経
験
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
説
明
さ
れ
「
北
海
道
の
寿

町
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
『
核

の
ゴ
ミ
』
の
処
分
問
題
に
つ
い

て
、
学
術
会
議
は
原
子
力
委
員

会
へ
『
現
時
点
で
入
手
可
能
な

科
学
的
知
見
に
は
限
界
が
あ
る
』

『
一
端
白
紙
に
戻
し
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
』
な
ど
提
言

し
て
き
た
」
。

「
菅
総
理
が
任
命
拒
否
に
つ

い
て
『
民
間
出
身
者
や
若
手
が

少
な
い
』
『
出
身
や
大
学
に
偏

「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
ジ
ア
」

の
設
置
が
決
定
さ
れ
、
２
０
１

１
年
か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
目
的
と
し
て
は
、
①
地
域
を

視
野
に
入
れ
た
人
材
育
成
、
②

東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
視
野
に
入

れ
た
相
互
理
解
の
促
進
が
あ
り

ま
す
。
２
０
１
９
年
12
月
～
２

０
２
０
年
3
月
に
、
神
戸
大

（
日
本
）
復
旦
大
（
中
国
）
高

麗
大
（
韓
国
）
を
対
象
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
、
約
１
０

０
の
有
効
回
答
を
得
ま
し
た
。

「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
ジ
ア
」
へ

の
参
加
は
友
好
的
な
対
外
認
識

や
地
域
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
形
成
を
促
す
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
大
学
間
交
流
は
学
生
の

国
際
認
識
と
い
う
点
に
お
い
て

該
当
地
域
の
協
調
に
貢
献
し
得

る
こ
と
が
言
え
ま
す
。

海
外
の
大
学

で
学
ぶ
こ
と
を

通
じ
て
、
彼
ら

の
他
国
に
対
す

る
認
識
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
？

日
中
韓
の
大
学
間
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ア
ジ
ア
」
へ
の
参
加
者
を
対
象

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
か
ら

考
え
て
み

ま
す
。

２
０
０

９
年
の
日

中
韓
サ
ミ
ッ

ト
に
て

留
学
が
友
好
的
な

対
外
認
識
を
促
す

静
岡
県
労
働
研
究
所

No.６８

2
月
20
日
、
静
岡
県
憲
法
共

同
セ
ン
タ
ー
の
２
０
２
１
年
度

総
会
を
静
岡
市
葵
区
の
労
政
会

館
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催

し
、
講
演
を
日
本
学
術
会
議
会

員
の
任
命
を
拒
否
さ
れ
た
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
の
小
沢
隆
一

教
授
が
「
日
本
学
術
会
議
任
命

拒
否
問
題
と
学
問
の
自
由
へ
の

侵
害
」
と
題
し
行
い
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
林
克
共

同
代
表
は
「
戦
争
法
強
行
以
降
、

権
力
の
恣
意
的
な
運
用
が
激
し

く
な
っ
て
き
た
。
今
回
の
学
術

会
議
問
題
も
そ
の
流
れ
の
中
に

あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

小
沢
氏
は
「
こ
の
間
、
憲
法

を
守
る
運
動
は
前
進
し
て
き
た
。

前
安
倍
内
閣
は
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
改
憲
す
る
と
企
ん
で
い

た
が
、
多
く
の
人
た
ち
の
運
動

で
阻
止
し
て
き
た
。
し
か
し

『
敵
基
地
攻
撃
』
の
予
算
を
通

そ
う
と
す
る
な
ど
火
種
を
菅
首

相
に
託
し
て
い
る
。
憲
法
を
守

る
声
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
」

り
が
み
ら
れ
る
』
な
ど
支
離
滅

裂
な
理
由
を
持
ち
だ
す
こ
と
は
、

法
治
主
義
に
反
し
、
議
会
制
民

主
主
義
を
愚
弄
す
る
も
の
と
し

て
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
」
。

「
今
回
の
学
術
会
議
会
員
の

任
命
拒
否
問
題
を
、
こ
う
し
た

安
倍
政
権
か
ら
菅
政
権
へ
と
引

き
継
が
れ
た
反
憲
法
的
姿
勢
の

現
れ
と
し
て
と
ら
え
る
視
点
が

重
要
だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

反
憲
法
的
姿
勢

安
倍
政
権
か
ら
菅
政
権
へ

憲
法
を
守
り
・
い
か
す
静
岡
県
共
同
セ
ン
タ
ー

オンライン併用で開催された憲法
共同センター総会＝20日

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

総
会


